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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
九
号
。
以
下
「
地

域
交
通
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
九
号
の
「
大
量
輸
送
機
関
と
し
て
の
鉄
道
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ

ス
の
持
続
可
能
な
提
供
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
路
線
の
全
部
又
は
一
部
の
区
間
に
お
け
る
旅
客
鉄
道
事
業
に
よ
る
輸
送
の
維

持
」
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
、
「
沿
線
自
治
体
と
の
官
民
連
携
を
通
じ
た
再
構
築
が
基
本
と
な
り
、
国
の
役
割
は
、

鉄
道
事
業
」
者
「
と
連
携
す
る
自
治
体
を
予
算
等
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
御
指
摘
の
「
予
算
等

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
る
も
の
と
な
る
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
地
域
公
共
交
通
の
再
構
築
の
た
め
の

財
政
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
交
通
法
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
再
構
築
協
議
会
を
組
織
す
る
等
、
御

指
摘
の
「
官
民
連
携
を
通
じ
た
再
構
築
」
の
た
め
の
制
度
面
で
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
鉄
道
事
業
者
や
地
方
公
共
団
体
等
の
地
域
の
関
係
者
に
よ
っ
て
、
当
該
地
域
に

お
け
る
今
後
の
公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
十
分
に
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
促
す
と
と
も
に
、
当
該
議
論
の
結
果
を
踏
ま



 

２ 

 

え
、
当
該
関
係
者
に
対
し
て
適
切
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
予
算
面
及
び
制
度
面
で
の
枠
組
み
を
整
備
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 

 
 

な
お
、
日
本
国
有
鉄
道
の
分
割
民
営
化
に
よ
り
発
足
し
た
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
以

下
「
旅
客
会
社
」
と
総
称
す
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
二
条
に
基
づ
く
「
新
会
社
が
そ
の
事
業
を
営
む
に
際
し

当
分
の
間
配
慮
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
指
針
」
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
六
百
二
十
二
号
）
等
に
お
い
て
示
し

て
い
る
と
お
り
、
地
域
の
経
済
及
び
社
会
の
健
全
な
発
展
の
基
盤
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
、
国
鉄
改
革
の
実
施
後
の
輸
送
需

要
の
動
向
そ
の
他
の
新
た
な
事
情
の
変
化
を
踏
ま
え
て
現
に
営
業
す
る
路
線
の
適
切
な
維
持
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

政
府
と
し
て
は
、
旅
客
会
社
に
対
し
て
、
同
指
針
を
遵
守
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
指
導
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
必
要
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
路
線
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
特

急
列
車
等
の
優
等
列
車
が
走
行
し
相
当
程
度
の
利
用
の
あ
る
線
区
、
全
国
一
元
的
な
貨
物
鉄
道
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
と
し



 

３ 

 

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
線
区
、
災
害
時
や
有
事
に
貨
物
列
車
が
走
行
す
る
蓋
然
性
が
高
い
線
区
、
等
」
の
扱
い
に

つ
い
て
は
、
地
域
交
通
法
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
く
「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」

（
令
和
五
年
総
務
省
・
国
土
交
通
省
告
示
第
二
号
）
に
お
い
て
、
「
Ｊ
Ｒ
各
社
の
ロ
ー
カ
ル
路
線
の
区
間
の
う
ち
、
特
急
列

車
等
の
優
等
列
車
が
拠
点
都
市
間
を
相
互
に
連
絡
す
る
区
間
を
含
む
区
間
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、
相
当
程
度
の
利
用
が
あ
る

区
間
の
ほ
か
、
貨
物
鉄
道
が
現
に
走
行
し
て
お
り
、
全
国
一
元
的
な
貨
物
鉄
道
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
区
間
、
災
害
時
や
有
事
に
お
い
て
貨
物
列
車
が
走
行
す
る
蓋
然
性
が
高
い
区
間
な
ど
、
国
と
Ｊ
Ｒ
各
社
と

の
間
で
、
我
が
国
の
基
幹
的
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
区
間
と
し
て
確
認
し
た
区
間
は
、
当
面
、
再
構
築
協
議
会
に

お
け
る
協
議
の
対
象
と
し
な
い
」
と
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
公
共
交
通
の
再
構
築
の
た
め
の
財
政
支
援
に
つ

い
て
は
、
同
基
本
方
針
に
お
い
て
、
「
大
量
輸
送
機
関
と
し
て
の
鉄
道
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
持

続
可
能
な
提
供
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
地
域
公
共
交
通
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
鉄
道
事

業
再
構
築
事
業
の
対
象
と
な
り
得
る
」
と
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
、

予
算
面
及
び
制
度
面
で
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 


